
POW 研究会オンライン講演会のご案内 

リム・シャオ・ビンが蒐集した英軍捕虜の史料 

～マラッカ 9.5 事件を経て、戦争史料蒐集の道へ～ 

Some British POW artifacts from the Lim Shao Bin Collection 

日時：2026 年 5 月 16 日（土）日本時間 19：00～21:20 頃 

講演者：Lim Shao Bin（林 少彬 リム・シャオ・ビン）シンガポール在住のリサーチャー＆コレクター 

 

◆講演者について 

リム・シャオ・ビンさん（林 少彬 / Lim Shao Bin）はシンガポール在住の歴

史史料のリサーチャー＆コレクターの方です。 日本に留学したこともあり、「高

嶋伸欣ツアー」や「アジア・フォーラム横浜」でお話をお聞きになった方もいるかと

思います。 

今回は特に POW 研究会のためにご自分が調査・研究して蒐集した第二次

大戦当時のイギリス軍の捕虜や日本軍に関して集めた史料についてお話してく

ださいます。 

彼がコレクターの道に進んだ理由として彼の家族史に触れないわけにはいきま

せん。彼の祖父は1945 年 9 月、日本の敗戦直後にマレーシアのマラッカで起

きた 9.5 事件の犠牲者です。日本に留学する前夜に祖母よりこの事実を聞か

されました。それを契機にアジア・太平洋戦争における旧日本軍や捕虜の歴史に関心を持ち、個人でこつこつと戦争史

料のコレクションを続けてきました。 

 

◆講演内容 

今回の講演会では祖父が犠牲になった 9.5 事件を詳しく解説すると共に、当時の英軍捕虜の写真、ビデオ、軍事郵便、

日本従軍画家が描いた英軍捕虜、人体実験、各地の収容所設置や俘虜移管に関係する命令などの史料を紹介し、

解説します。大変に興味深いお話ですので多くの方々の参加をお待ちしています。拡散も大歓迎です。 

※マラッカ 9.5 事件とは＝1945 年 9 月 5 日から 6 日にかけて、日本軍降伏後、イギリス軍が進駐するまでの間の治安

悪化に備えてマラッカで警備にあたっていた日本軍の憲兵隊が、抗日ゲリラを含む現地住民を逮捕し、マラッカ近くの沖合の

小島で 10 名を殺害した事件。 

 

◆お申込み先 

高田 ミネ mime388@nifty.com 

笹本 妙子 kiki@ee.catv-yokohama.ne.jp 

 

※お申込みになった方々には、開催日の２～３日前に ZOOM のリンクをお送りします。 
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